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新
収
蔵
作
品
の
な
か
か
ら
、
光

太
郎
の

「
裸
婦
座
像
」
を
紹
介
し

高
村
光
太
郎
「
裸
婦
座
像
」

ま
す
。
本
作
品
は
、
昭
和
6
3
年
度

に
、
美
術
品
取
得
基
金
に
よ
り
購

入
し
た
光
太
郎
作
品
8
点
の
内
の

一
つ
で
す
。

光
太
郎
は
、
近
代
の
彫
刻
家
で

は
、
裸
婦
像
制
作
の
少
な
い
作
家

で
し
た
が
、
「
裸
婦
座
像
」
は
、

こ∴⊃

観る②≪る

晩
年
の

「
十
和
田
裸
婦
像
」
を
除

い
て
唯
一
の
全
身
裸
婦
像
で
す
。

モ
デ
ル
の
女
性
は
、
百
合
子
と

い
う
名
で
し
た
。
横
浜
本
牧
の
小

料
理
屋
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

本
牧
で
の
生
活
を
嫌
っ
て
逃
げ
出

し
た
の
を
、
何
か
の
事
情
で
光
太

郎
が
か
く
ま
っ
て
や
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
光
太
郎
に

請
わ
れ
て
モ
デ
ル
に
な
り
、
光
太

郎
は
彫
刻
を
制
作
し
、
妻
の
智
恵

子
は
油
絵
に
描
き
ま
し
た
。

量
感
と
力
強
さ
に
溢
れ
る
作
品

が
多
い
な
か
で
、
小
料
理
屋
の
女

を
モ
デ
ル
に
し
た
「
裸
婦
座
像
」

は
、
少
し
の
力
み
も
な
く
、
ふ
く

よ
か
さ
の
内
に
女
の
悲
哀
を
秘
め

た
表
情
と
、
均
整
の
と
れ
た
姿
態

を
素
直
で
、
柔
和
な
作
風
で
表
現

し
て
い
ま
す
。
「
草
の
芽
」

と
愛

称
さ
れ
る
は
ど
す
が
す
が
し
く
、

愛
く
る
し
い
作
品
で
す
。

(
田
坂

浩
)



みる・かたる・つくる

白
樺
派
と
近
代
美
術
9
月
9
日
出
̃
叩
月
晦
日
㈲

明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
、

武
者
小
路
実
篤
、
志
賀
直
哉
ら
は

雑
誌

「
白
樺
」
を
発
行
し
、
当
時

の
文
芸
界
に
新
風
を
送
り
込
み
ま

し
た
。
特
に
同
誌
は
文
芸
雑
誌
で

あ
る
と
と
も
に
美
術
雑
誌
と
し
て
、

西
洋
美
術
の
紹
介
を
盛
ん
に
行
い
、

近
代
日
本
美
術
の
発
展
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
同
誌
に
集

っ
た
文
学
者
、
画
家
た
ち
を
へ
白

樺
派
)
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

雑
誌

「
白
樺
」

が
創
刊
さ
れ
た

明
治
4
3
年

(
一
九
一
〇
)
四
月
は
、

文
壇
画
壇
に
と
っ
て
重
要
な
エ
ポ

ッ
ク
を
形
成
す
る
時
期
に
あ
だ
り

ま
す
。
す
で
に
明
治
4
1
年
に

「
明

星
」

が
、
4
2
年
に

「
ス
バ
ル
」
な

ど
が
飢
刊
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
青

年
画
家
た
ち
が
次
々
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
帰
国
し
ま
し
た
。

明
治
4
1
年

荻
原
守
衛

4
2
年

斉
藤
与
里
、
高
村

光
太
郎
、
柳
敬
助

4
3
年

藤
島
武
二
、
南
薫

造

彼
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
新
し
い

美
術
と
自
由
の
世
界
に
ふ
れ
、
高

村
光
太
郎
は
、
帰
国
の
翌
年
『
ス

バ
ル
』

に

「
緑
色
の
太
陽
」
を
発

表
し
、
高
ら
か
に
人
間
宣
言
を
唱

え
ま
し
た
。
4
 
1
年
に
結
成
さ
れ
た

摸
索
す
る
時
代
へ
移
行
す
る
時
期

で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
も
と
に
、

雑
誌

『
白
樺
』

は
、
積
極
的
に
美

術
特
集
を
組
み
、
西
洋
美
術
の
紹

聞
闇

白 樺 大正10年7月号

文
学
者
と
画
家
の
サ
ロ
ン

「
パ
ン

の
会
」

で
は
、
(
因
循
な
封
建
時

代
の
遺
風
に
反
対
す
る
政
化
主
義
)

が
謳
歌
し
て
い
ま
す
。
真
に
、
江

戸
時
代
か
ら
の
伝
統
的
封
建
制
に

反
対
し
、
新
し
い
自
由
の
世
界
を

●

介
と
啓
蒙
に
努
め
て
い
ま
す
。
文

芸
雑
誌
が
美
術
を
取
り
上
げ
る
と

い
う
こ
と
は
、
す
で
に
明
治
3
 
0
年

代
か
ら
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
『
白
樺
』

は
同
人
の
精
神
的

貴
族
主
義
か
ら
教
養
と
し
て
の
美

術
に
対
す
る
強
い
愛
好
が
美
術
運

動
へ
と
が
り
た
て
て
い
き
ま
し
た
。

作
家
の
紹
介
に
あ
た
っ
て
は
、
ギ

リ
シ
ャ
古
典
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
、

写
実
主
義
、
下
限
は
ア
ン
リ
・
ル

ソ
ー
、
マ
テ
ィ
ス
に
至
る
幅
広
い

も
の
で
す
が
、
特
に
セ
ザ
ン
ヌ
、

ゴ
ッ
ホ
、
ロ
ダ
ン
は
頻
繁
で
あ
り
、

後
期
印
象
派
関
係
の
も
の
が
圧
倒

的
に
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゴ
ッ
ホ
や
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
数
奇
な

運
命
が
若
い
画
家
た
ち
の
間
に

〈
人
生
)
や
へ
人
間
)
を
考
え
る
情
念

を
醸
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
く

青
年
知
識
層
に

(
自
己
の
自
覚
)

を
触
発
し
ま
し
た
。
(
自
己
の
自

覚
)

に
よ
り
画
家
た
ち
は
、
従
来

の
現
実
の
否
定
的
な
現
象
を
忠
実

に
描
く
こ
と
に
陥
っ
て
い
た
自
然

主
義
を
打
破
し
、
人
間
性
を
尊
重

し
、
人
間
の
創
造
力
、
生
命
力
に

目
を
向
け
、
自
己
の
主
観
的
真
実

を
描
く
こ
と
が
重
要
テ
ー
マ
で
あ

り
、
〃
何
を
描
く
か
〃
か
ら
〃
ど
の
よ

う
に
描
く
か
〃
を
追
求
し
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
個
性
豊
か
な
直
感
的
な

●

作
品
が
数
多
く
輩
出
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。

こ
の
展
覧
会
で
は
、
雑
誌

『
白

樺
』

が
果
し
た
業
績
の
中
で
、
白

樺
派
と
し
て
活
躍
し
た
画
家
、
彫

刻
家
を
は
じ
め
、
『
白
樺
』

が
紹

介
し
た
セ
ザ
ン
ヌ
、
ロ
ダ
ン
を
は

じ
め
後
期
印
象
派
の
作
品
を
、
次

の
四
つ
の
テ
ー
マ
に
お
け
展
覧
し

ま
す
。

㈲
白
樺
が
紹
介
し
た
外
国
作
家
た

ち
『
白
樺
』
創
刊
号
で
ド
イ
ツ
絵

画
を
紹
介
し
た
の
を
か
れ
き
り
に
、

第
1
巻
第
2
号
で
は
、
有
島
壬
生

馬
が

「
画
家
ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
」

と
題
し
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
誌
上
で
の
文
章
と
写
真

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
メ
デ
ィ
ア

の
少
な
い
当
時
、
そ
の
役
割
は
多

大
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
き
ち

に
同
巻
第
8
号
は

「
ロ
ダ
ン
第
7
0

回
誕
生
記
念
号
」

と
し
て
、
は
じ

め
て
特
集
号
を
発
刊
し
、
以
降
多

く
の
作
家
の
特
集
を
組
ん
で
い
ま

す
。

『
白
樺
』

が
誌
上
で
取
り
上

げ
た
外
国
作
家
数
は
7
0
名
を
越
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
の
展
覧
会
で

は
、
そ
の
中
か
ら
当
時
の
若
い
画

家
た
ち
に
強
烈
な
衝
撃
を
与
え
た

後
期
印
象
派
の
画
家
た
ち
を
中
心

に
展
示
し
ま
す
。
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〔
出
品
作
家
〕

ミ
レ
ー
、
コ
ロ
ー
、
ク
ー
ル
ベ
、

セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー
ギ
ャ

ン
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
マ
テ
ィ
ス
、

ピ
サ
ロ
、
ル
ド
ン
、
ル
ソ
ー
、
ム

ン
ク
、
ロ
ダ
ン

計
1
 
3
作
家

㈲
白
樺
派
の
作
家
た
ち

『
白
樺
』

は
誌
上
の
活
動
ば
か

り
で
は
な
く
、
明
治
4
3
年
主
催
の

第
1
回
展
覧
会
と
し
て

「
南
薫
造
・

有
島
壬
生
馬
滞
欧
紀
念
絵
画
展
覧

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
以
降
、

計
1
7
回
の
展
覧
会
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
特
に
、
明
治
4
4
年
の

「
白
樺
社
主
催
洋
画
展
覧
会
」
で
は
、

反
官
展
の
色
彩
を
強
く
打
ち
出
し
、

多
く
の
革
新
的
青
年
画
家
た
ち
が

結
集
し
、
沈
滞
し
た
日
本
の
美
術

界
へ
刺
激
を
与
え
、
フ
ユ
サ
ン
会
、

草
上
社
の
活
動
へ
と
移
行
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

『
白
樺
』

の
誌
上
を
通
し
、
ま
た

主
催
展
覧
会
で
活
躍
し
た
画
家
た

ち
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

〔
出
品
作
家
〕

南
薫
造
、
河
野
通
勢
、
山
脇
信

徳
、
長
沼
智
恵
子
、
有
島
壬
生
馬
、

斉
藤
与
里
、
梅
原
良
三
郎
(
龍
三

郎
)
、
白
滝
幾
之
助
、
湯
浅
一
郎
、

坂
本
繁
二
郎
、
藤
島
武
二
、
山
下

新
太
郎
、
柳
敬
助
、
中
村
罷
、
橋

本
邦
助
、
浜
田
藻
光
、
椿
貞
雄
、

岸
田
劉
生
、
中
島
正
貴
、
宿
営
彬

(
以
上

画
家
)
、
戸
張
孤
雁
、

荻
原
守
衛
、
毛
利
教
武
、
高
村
光

太
郎
(
以
上
、
彫
刻
家
)

計

2
4
作
家

㈲
白
樺
と
初
期
民
芸
運
動

『
白
樺
』

の
創
刊
か
ら
参
加
し

て
い
た
芸
術
理
論
家
・
柳
宗
悦
は

活
動
を
通
し
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
ー

リ
ス
の
反
近
代
主
義
的
工
芸
運
動

に
共
鳴
し
、
後
半
期
の

『
白
樺
』

で
は
朝
鮮
民
族
美
術
を
中
心
に
工

芸
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

い
ね
ゆ
る

「
民
芸
運
動
」

が
は
じ

ま
る
の
は
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
で

す
が
、
そ
の
形
成
過
程
が

『
白
樺
』

に
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
柳
の
理
論
を
実
践
し
た
二
人

の
陶
芸
作
家
を
紹
介
し
ま
す
。

〔
出
品
作
家
〕

バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
、
宮
本
憲

吉

計
2
作
家

㈲
白
樺
の
同
人
た
ち

雑
誌

『
白
樺
』

は
文
芸
誌
と
し

て
、
そ
の
同
人
の
大
半
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
文
学
者
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
彼
ら
は
文
学
に
と
ど
ま

ら
ず
、
絵
画
、
書
な
ど
幅
広
い
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は

同
人
た
ち
の
美
術
活
動
の
一
端
を

展
覧
い
た
し
ま
す
。

〔
出
品
作
家
〕

武
者
小
路
実
篤
、
児
島
喜
久
雄
、

千
家
元
麿
、
長
与
喜
郎
、
里
見
醇
、

志
賀
直
哉

計
6
作
家

こ
の
他
、
大
正
4
・
5
年
か
ら

白
樺
村
の
観
を
呈
し
た
我
孫
子
市

の
足
跡
に
つ
い
て
も
紹
介
い
た
し

ま
す
。

ロ
会

期

平
成
元
年
9
月
9
日

(
土
)

̃

1
0
月
1
5
日

(
日
)

午
前
9
時

̃
午
後
4
時
0
0
分

(
入
場
は
4

時
ま
で
)

月
曜
休
館

口
観
覧
料

一
般
5
0
0
円
(
細
円
)
高
・
大
学

生
3
0
0
円
(
2
0
0
円
)
小
・
中
学
生

細
田
(
7
0
円
)

(

)
は
2
0
名
以

上
の
団
体
料
金

(
前
川

公
秀
)

千
葉
市
の

「
青
葉
の
森
公
園
」

に
す
ぐ
れ
た
具
象
彫
刻
作
品
を
設

置
す
る
た
め
、
昭
和
5
 
9
年
度
か
ら

6
3
年
度
に
か
け
て
、
千
葉
県
・
千

葉
県
教
育
委
員
会
の
主
催
に
よ
り

「
現
代
日
本
具
象
彫
刻
展
」
が
\

点
の
具
象
彫
刻
作
品
が
青
葉
の
森

公
園
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

現
在
、
「
彫
刻
の
広
場
」

の
完
成

に
む
け
て
工
事
が
進
行
中
で
す
。

こ
の
公
募
展
は
、
所
期
の
目
的

を
達
成
し
た
た
め
、
第
3
回
展
を

第3回現代日本具象彫刻展(1989.2.4へ2.26)

も
っ
て
ひ
と
ま
ず
終
了

の
予
定
で
し
た
が
、
各

方
面
か
ら
開
催
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
立
美
術
館
は

こ
れ
ら
の
要
請
を
検
討

し
た
結
果
、
こ
の
公
募

展
を
館
独
自
で
主
催
し

「
第
4
回
現
代
日
本
具

象
彫
刻
展
」
を
開
催
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

第
4
画
展
は
、
応
募

作
品
の
規
定
は
同
じ
で

す
が
、
賞
及
び
受
賞
作

品
の
活
用
が
若
干
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
作
品
搬
入
口
=
平
成
元
年

千
葉
県
立
美
術
館
を
会
場
に
し
て

3
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
公
募
展
に
は
、
全
国
か
ら

毎
回
百
点
を
こ
え
る
応
募
作
品
が

寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
的
点
の

大
賞
作
品
お
よ
び
1
 
0
名
の
招
待
作

家
に
よ
る
作
品
1
 
0
点
、
計
2
0
\

1
2
月
1
6
日
田
̃
1
7
日
㈲

0
会
期
=
平
成
2
年
2
月
2
日
㈲

̃
2
月
2
5
日
㈲

〇
会
場
=
千
葉
県
立
美
術
館

応
募
要
項
の
請
求
等
、
詳
細
は

学
芸
課
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

(
大
久
保

守
)
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今
年
度
の
収
蔵
作
品
展
第
1
期

は
、
3
つ
の
コ
ー
ナ
ー
で
構
成
し

て
い
ま
す
。

第
1
部
で
は
「
動
物
の
表
現
」

と
題
し
て
、
動
物
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

人
間
と
生
活
や
労
働
を
共
に
し

て
、
家
族
同
様
の
愛
情
で
描
か
れ

た
動
物
。
奇
抜
な
造
作
で
人
々
の

好
奇
心
を
誘
う
異
国
の
動
物
。
そ

し
て
自
然
な
習
性
や
動
き
が
神
秘

的
な
野
性
の
動
物
な
ど
が
、
描
か

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
作
家
の
表
現
内
容
と
し

て
見
た
場
合
に
は
、
作
家
の
分
身

と
し
て
、
そ
の
心
情
を
代
弁
し
た

り
、
人
間
社
会
や
身
辺
の
出
来
事

へ
の
批
判
を
比
喩
的
に
扱
う
た
め

の
手
段
で
あ
っ
た
り
と
、
そ
の
テ

ー
マ
は
様
々
で
す
。

モ
チ
ー
フ
と
し
て
の

「
動
物
」

は
、
人
間
の
思
い
通
り
の
動
き
を

と
っ
て
く
れ
な
い
と
こ
ろ
が
難
点

で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
そ
の
動
き

羽生智樹「動く気配の鳥」

や
表
情
は
生
き
生
き
と

し
た
自
然
な
魅
力
に
溢

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

大
自
然
の
産
み
出
し
た

個
性
豊
か
な
造
形
は
、

そ
の
機
能
性
や
神
秘
性

で
作
家
た
ち
の
創
作
意

欲
を
駆
り
立
て
ま
す
。

作
家
た
ち
の
表
現
方
法
も
伝
統

的
な
も
の
か
ら
現
代
的
な
抽
象
形

態
ま
で
、
古
今
様
々
で
す
。

以
下
は
主
な
展
示
作
品
で
す
。

日
本
画

浅
井
忠
「
猿
の
図
」
・

富
取
風
堂
「
群
魚
」
・
渡
辺
学

「
夜
」

∴
血
石
春
美
「
狗
」
他

洋
画

ト
ロ
ワ
イ
ヨ
ン

「
河
辺
の

の
道
」
・
ミ
レ
ー
「
垣
根
に
沿
っ

て
草
を
食
む
羊
」
・
安
藤
信
哉

「
牧
歌
」
・
板
倉
鼎
「
金
魚
」
・

授
嘔
「
B
I
R
D
S
」
他

版
画

浜
口
陽
三

「
う
さ
ぎ
」
他

工
芸

津
田
信
夫
「
変
貌
七
色
」

「
月
下
妖
麗
」

「
蠣
蛤
耳
花
生
」

大
須
賀
喬
「
昆
轟
文
飾
皿
」
・
他

彫
刻

鈴
木
章
「
七
面
鳥
」
・
柳

原
議
連
「
風
の
中
の
鵜
」
・
鈴
木

浦野八重子「生きるということ」

鶴田吾郎「憶ひ出の広安門」

津田信夫「子迷家鴨」

閣国語

霧轍輪
困国書圏

徹
「
馬
と
娘
の
恋
物
語
」
他

第
2
部
で
は
「
新
収
蔵
作
品
」

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
高
村
光
太

郎
の
彫
刻
を
始
め
、
新
し
く
収
蔵

し
た
作
品
を
随
時
、
紹
介
し
ま
す
。

第
3
部
で
は
「
素
描
」
と
超
し

て
素
描
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

「
素
描
」

を
み
る
と
、
作
家
が

ど
の
様
に
画
面
を
組
み
立
て
て

い
る
か
と
い
っ
た
技
術
的
な
こ

と
を
は
じ
め
、
作
家
が
ど
の
様
に

モ
チ
ー
フ
を
捉
え
て
い
る
の
か
、

と
か
作
家
の
作
風
の
持
ち
味
な
ど

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ

は
、
ま
た

「
作
家
の
素
顔
の
魅
力
」

を
解
く
鍵
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

鉛
筆
・
コ
ン
テ
等
の
材
料
の
み

に
よ
る
濃
淡
と
タ
ッ
チ
で
ど
こ
ま

で
モ
チ
ー
フ
を
表
現
で
き
る
の
か
、

そ
の
可
能
性
と
多
様
性
を
御
覧
下

さ
い
。

以
下
は
主
な
展
示
作
品
で
す
。

浅
井
忠

「
玉
川
」

「
は
た
ら
〈
婦

人
」
・
中
林
傍
「
保
津
川
上
流
」

柳
敬
助
「
デ
ッ
サ
ン

(
腰
か
け
る

裸
婦
)
」
・
田
中
志
奈
子
「
デ
ッ

サ
ン

(
神
官
)
」
・
安
井
曽
太
郎

「
デ
ッ
サ
ン

(
裸
婦
)
」
・
原
勝

郎
「
デ
ッ
サ
ン

(
C
)
」
・
鶴
田

吾
郎
「
中
山
競
馬
場
」
・
須
田
国

太
郎
「
デ
ッ
サ
ン

(
能
舞
台
)

」

中
西
利
雄
「
T
嬢
」
他

●

「
動
物
の
表
現
」

̃
9
/
2

●

「
新
収
蔵
作
品
」

̃
1
 
0
/
1
 
5

●

「
素
描
」

̃
1
 
0
/
1
 
5

(
相
川

順
子
)

∴∴

堀口 光彦「安眠装置」

須田国太郎「水辺風景」

田中志奈子「デッサン(詩を持つ女)」
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●

美
術
館
調
査
研
究
員

博
物
館
実
習

-
新
着
図
書
の
お
知
ら
せ
I

◇
『
世
界
美
術
大
事
典
』
第
2
巻

(
か
-
さ
)
・
第
3
巻
(
し
ー
て
)

豊
富
な
カ
ラ
ー
図
版
で
楽
し
く

世
界
の
美
術
文
化
を
調
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
観
光
ガ
イ
ド
と
し

て
も
役
立
ち
ま
す
。

◇
『
秘
蔵
浮
世
絵
大
観
』
第
9
巻

ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
館
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
紹
介
。
ビ
ン
グ
・
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
一
括
収
蔵
さ
れ
た
も

の
で
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
を
研
究
す

る
上
で
も
貴
重
な
資
料
で
し
ょ
う
。

喜
多
川
歌
麿
、
鈴
木
春
信
等
カ
ラ

ー
図
版
二
四
五
点
を
収
録
。

◇
『
ア
ト
リ
エ
美
術
技
法
百
科
』
全

n
巻第

1
巻
̃
第
4
巻
油
彩
画
、
第

5
巻
水
彩
・
パ
ス
テ
ル
・
ス
ケ
ッ

チ
、
第
6
巻
基
礎
デ
ッ
サ
ン
、
第

了
巻
石
膏
デ
ッ
サ
ン
、
第
8
巻
鉛

筆
デ
ッ
サ
ン
、
第
9
巻
彫
塑
・
陶

芸
・
革
工
芸
、
第
1
 
0
巻
基
本
デ
ザ

イ
ン
、
第
n
巻
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
ま

す
。
初
心
者
の
方
か
ら
上
級
者
の

方
ま
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

◇
『
復
刻
版
現
代
の
洋
画
』
全
2
8
号

2
9
冊明

治
4
5
年
4
月
の
創
刊
号
か
ら

大
正
3
年
了
月
の
終
刊
ま
で
を
復

刻
。
当
時
の
最
新
の
美
術
情
報
を

紹
介
し
て
お
り
、
執
筆
者
に
は
、

高
村
光
太
郎
、
木
村
荘
八
、
岸
田

劉
生
、
石
井
柏
享
、
藤
島
武
二
ら

が
お
り
ま
す
。
近
代
美
術
史
を
理

解
す
る
上
で
大
変
役
立
つ
資
料
で

す
。

◇
『
明
治
ニ
ュ
ー
ス
事
典
』
全
9
巻

慶
応
4
年
か
ら
明
治
4
5
年
ま
で

の
新
聞
記
事
か
ら
人
物
、
事
件
、

事
項
に
つ
い
て
5
0
音
で
引
け
る
事

典
で
す
。
政
治
、
経
済
、
芸
能
、

文
化
と
幅
広
い
範
囲
で
膨
大
な
資

料
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の

方
に
御
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

以
上
の
他
、
『
高
山
辰
雄
自
選
画
、

集
』
 
、
『
高
山
辰
雄
屏
風
画
集
』
 
、
『
正

岡
子
規
を
中
心
に
』
(
香
取
秀
真
著
)
、

等
の
図
書
を
購
入
し
ま
し
た
。

利

用

案

内

情
報
資
料
室
は
美
術
図
書
を
中

心
に
、
美
術
雑
誌
、
新
聞
、
展
覧

会
図
録
、
美
術
館
・
博
物
館
・
大

学
の
年
報
・
紀
要
・
収
蔵
品
目
録

を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

特
に
浅
井
忠
、
石
井
柏
亨
、
香

取
秀
真
、
東
山
魁
夷
な
ど
本
館
収

蔵
作
家
に
関
す
る
資
料
を
そ
ろ
え

て
お
り
ま
す
。

開
室
日
は
火
・
水
・
木
・
金
曜

日
、
開
室
時
間
は
1
 
2
時
0
0
分
か
ら

4
時
0
0
分
ま
で
で
す
。
貸
出
し
及

び
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
行
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
展
覧
会
図
録
、
一
部

図
書
資
料
、
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
等
は
閲
覧
室
に
配
架
し
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
閲
覧
希
望
の
方

は
係
の
者
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
大
き
な
手
荷
物
は
コ
イ

ン
ロ
ッ
カ
ー
(
無
料
)
を
御
利
用

く
だ
さ
い
。

平
成
元
年
度
、
千
葉
県
立
美
術

館
調
査
研
究
員
は
次
の
1
 
0
氏
に
決

定
し
た
。

石
倉
総
子

(
干
葉
市
立
こ
て
は

し
台
中
学
校
)
、
大
須
賀
久
大

(
成

田
市
立
遠
山
中
学
校
)
、
岡
野
重
義

(
千
葉
県
立
佐
倉
高
等
学
校
)
、

加
営
利
和
夫
(
干
葉
市
立
高
洲
第

二
中
学
校
)
、
倉
次
和
也

(
佐
倉
市

立
印
南
小
学
校
)
高
木
正

(
大
栄

町
立
桜
田
小
学
校
)
、
羽
生
智
樹

(
千
葉
県
立
八
千
代
高
等
学
校
)
、

平
戸
美
和
子

(
千
葉
市
立
さ
つ
き

が
丘
束
小
学
校
)
、
南
隆
一
(
横

芝
町
立
横
芝
中
学
校
)
綿
貫
啓
一

(
船
橋
市
企
画
部
情
報
管
理
課
)

今
年
度
は
、
学
芸
課
と
並
び
普

及
課
と
い
う
新
し
い
課
が
誕
生
し

た
こ
と
も
あ
り
、
美
術
館
の
普
及

活
動
に
つ
い
て
検
討
し
、
い
っ
そ

う
の
充
実
発
展
を
図
る
た
め
に
各

氏
か
ら
い
ろ
い
ろ
参
考
意
見
を
伺

う
こ
と
に
し
た
。

第
一
回
会
議
は
七
月
二
十
五
日

(
火
)
に
開
催
さ
れ
た
。

地
域
や
学
校
と
密
着
し
た
美
術

館
と
な
る
た
め
に
、
例
え
ば
館
蔵

品
等
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と
P
R

す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
の
充
実
や
広

報
活
動
の
拡
充
に
つ
い
て
の
要
望

等
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

平
成
元
年
度
博
物
館
実
習
は
、

了
月
3
 
1
日
㈲
か
ら
8
月
1
 
2
日
田
ま

で
、
2
回
に
お
け
2
4
名
の
学
生
を

迎
え
て
行
お
れ
た
。

鶴
見
大
学

和
洋
女
子
大
学

実
践
女
子
大
学

学
習
院
大
学

上
智
大
学

白
梅
学
園
短
期
大
学

武
蔵
野
美
術
大
学

跡
見
学
園
女
子
大
学

東
京
家
政
学
院
大
学

千
葉
大
学

お
茶
の
水
女
子
大
学

東
洋
大
学

共
立
女
子

2
名

3
名

2
名

l
名

1
名

l
名

1
名

2
名

1
名

7
名

l
名

1
名

1
名

実
習
は
、
本
館
職
員
に
よ
る
講

義
や
美
術
館
活
動
の
展
覧
会
の
企

画
か
ら
開
催
ま
で
の
進
め
方
、
調

書
の
取
り
方
、
情
報
資
料
の
保
存
・

資
料
カ
ー
ド
の
整
理
の
仕
方
、
作

品
の
梱
包
、
資
料
室
の
整
備
、
ア

ト
リ
エ
実
技
室
の
整
備
、
ま
た
、

美
術
館
友
の
会
活
動
に
つ
い
て
の

在
り
方
な
ど
、
幅
広
い
内
容
の
も

の
で
あ
っ
た
。

実
習
生
は
、
暑
い
中
、
充
実
し

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
熱
心
に
こ
な

し
、
各
大
学
間
の
理
解
と
親
睦
を

も
深
め
、
有
意
義
な
実
習
を
終
了

し
て
い
っ
た
。
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か
た
る
・
つ
く
る

美
術
館
実
技
諸
座

★
書
芸
講
座
(
1
)

期
日

9
月
1
 
9
・
2
 
1
・
2
2
日

講
師

高
木
束
扇
氏

定
員

2
5
名

内
容

か
な

締
切

9
月
5
日

(
火
)

会
場

千
葉
県
立
美
術
館
研

修
室

★
陶
芸
講
座

(
2
)

期
日

1
 
0
月
2
4
・
2
6
・
2
7
日

H
月
1
7
・
1
8
・
2
1
・

2
2
・
1
2
月
1
2
・
2
2
日

講
師

上
瀧
勝
治
氏

定
員

3
0
名

内
容

半
磁
器

茶
器
、
花
瓶
、
壷
な

ど
)

締
切

1
 
0
月
1
 
0
日

(
火
)

会
場

第
2
ア
ト
リ
エ

〇
金
工
講
座

期
日

1
0
月
3
1
日
・
日
月
1

2
・
4
・
5
・
7

"

8
・
1
0
・
n
"
1
 
2
・

友
の
会
実
技
講
座

0
金
工
入
門
講
座

期
日

9
月
1
日
・
8
・
9
・

資\\ - 

1
2
・
1
3
・
1
4
日

講
師

小
林
正
利
氏

定
員

2
0
名

内
容

銅
版
レ
リ
ー
フ

締
切

8
月
2
4
日

会
場
第
二
ア
ト
リ
エ

★
日
本
画
講
座

期
日

9
月
2
0
・
2
 
1

2
2
・
2
6
・
2
7
・
2
8
・
2
9

講
師

五
十
嵐
幹
氏

定
員

2
5
名

内
容

人
物
着
衣

(
1
0
号
)

締
切

9
月
5
日

会
場

第
二
ア
ト
リ
エ

実技諸座風景

日

誌

抄

〇
第
2
回

対 講 演会 日

師 題場時象
9
月
0
0
日
間
午
後
2
時

講
堂「

岸
田
劉
生
を
め
ぐ
る

い
く
つ
か
の
謎
」

横
木
慎
一
氏

(
美
術
評

論
家
)

一
般
2
0
0
人
(
申
込
制
)

51

1
6
日

会締内定講
場切各員師

佐
藤
叔
孝
氏

1
5
名

鍛
金
・
彫
金

1
0
月
1
7
日

第
2
ア
ト
リ
エ

実技講座風景

◎
時
間

美
術
館
講
座
=
1
 
2
時

0
0
分
̃
4
時
3
0
分

友
の
会
講
座
=
1
 
0
時
̃
4
時

◎
申
し
込
み
方
法

各
講
座
と

も
住
復
は
が
き
に
、
希
望
講
座

名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

年
令
を
明
記
の
う
え
・
美
術
館

普
及
課
、
(
友
の
会
講
座
は
友

の
会
事
務
局
)

ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
復
信
用
に
も
必
ず
、
ご
自

分
の
住
所
・
氏
名
を
お
書
き
く

だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
者
が
多
い
場
合
に

は
抽
選
に
よ
り
参
加
者
を
決
定

い
た
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

◎
都
合
に
よ
り
、
時
に
講
座
日

時
・
日
程
に
多
少
の
変
更
が
生

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
9
月
1
 
5
日
ま
で
に
、
住
復
ハ

ガ
キ
に
住
所
"
氏
名
を
明
記

し
、
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〇
第
4
回

日

時

会

場

テ
̃
マ

講

師

対

象

〇
第
5
回

日

時

会

場

8
月
2
6
日
㈹
午
後
2
時

研
修
室

「
漆
に
よ
る
私
の
制
作

の
あ
り
方
」

武
田
武
弘
(
漆
芸
家
)

一
般
0
0
人

(
当
日
受
付
)

5
・
2
0

5
・
2
2

5
・
2
6

5
・
3
0

5
・
2
4

5
・
2
7

6
・
6

6
・
1
6

6
・
2
4

7

・
l

9
月
1
 
6
日
㈹
午
後
2
時

研
修
室

テ
ー
マ

「
白
樺
派
と
近
代
美
術
」

講

師

小
池
賢
博
(
当
館
副
館
長
)

対

象
一
般
3
0
人

(
当
日
受
付
)

な
お
、
い
ず
れ
の
会
も
無
料

7
・
1
 
3

1
・
1
 
5

第
1
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
原
田
実
氏
)

特
別
展

「
房
総
と
近
代

美
術
」
一
部
展
示
替

県
立
美
術
館
・
博
物
館

合
同
課
科
長
会
議

美
術
館
協
議
会
会
議

洋
画
実
技
講
座

(
̃
6

・
8
日

1
 
0
日
間
)

第
1
回
美
術
講
演
会

(
講
師
高
階
秀
爾
氏
)

関
東
地
区
博
物
館
協
会

総
会
・
研
究
会

利
用
団
体
連
絡
会
議

第
2
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
関
主
税
氏
)

企
画
展
、
̃
房
総
の
美

術
家
シ
リ
ー
ズ
1
 
9
̃

山
本
不
二
夫
展
」
(
1
・

0
0
ま
で
)

県
立
美
術
館
・
博
物
館

庶
務
課
職
員
研
修
(
於

県
立
総
高
博
物
館
)

県
立
美
術
館
・
博
物
館

学
芸
・
普
及
課
(
科
)

職
員
研
修

(
於
美
術
館
)

第
3
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
天
野
三
郎
氏
)

●

●


